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第
一
章

土

木

第
一
節

道
路
・
橋
梁
・
河
川

一

国

美
川
村
の
国
道
と
い
え
ば
、
国
道
三
三
号
線
の
み
で
あ
っ
た

が
、
新
国
道
と
し
て
四
九
四
号
線
が
、
平
成
四
年
三
月
二
五
日
の

道
路
審
議
会
で
国
道
と
し
て
昇
格
決
定
し
た
。

新
国
道
は
松
山
市
か
ら
川
内
町
、
面
河
村
、
美
川
村
を
経
て
高

知
県
池
川
町
な
ど
を
通
り
、
同
県
須
崎
市
に
至
る
、
二
一
七
キ
ロ

で
、
国
道
一
一
号
、
国
道
三
三
号
な
ど
と
の
重
複
区
間
を
除
く
実

延
長
は
八
一
キ
ロ

(
美
川
村
分
は
横
山
村
境
か
ら
水
押
県
境
ま
で
約
一

三
キ
ロ
)
が
国
道
昇
格
と
な
っ
た
。

こ
の
国
道
昇
格
に
は
、
昭
和
六
二
年
よ
り
愛
媛
、
高
知
両
県
の

沿
線
一
〇
市
町
村
が
国
道
昇
格
期
成
同
盟
会
を
組
織
し
、
建
設
省

な
ど
に
陳
情
を
行
い
、
永
年
の
悲
願
を
達
成
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
国
道
の
整
備
促
進
が
図
ら
れ
、
道
路
交
通
の
安

国道33号 柳谷村境に完成した矢渕卜 国道494号 改良が望まれる東川集落内

ンネル(防災トンネル)

全
と
、
地
域
産
業
、
教
育

文
化
、
観
光
等
諸
産
業
の

振
興
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
活
力
と
ゆ
と
り
の
あ

る
地
域
社
会
の
形
成
と
、

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境

の
保
全
に
意
を
注
ぎ
、
地

域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

国
道
三
三
号
線
は
、

愛
媛
県
と
高
知
県
の
県

庁
所
在
地
を
結
ぶ
幹
線

道
路
で
、
愛
媛
県
側
は

昭
和
三
四
年
八
月
に
着

工
さ
れ
、
四
一
年
に
改

良
工
事
が
完
成
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
国

道
は
、
石
鎚
山
系
を
源

と
す
る
両
河
川
に
沿
っ

て
通
じ
て
お
り
、
急
峻
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国道494号 改良工事が進んでいる横山

附近

国道494号 昇格記念碑(東古味 美川

川内線との分岐点)

な
地
形
と
な
っ
て
お

り
、
ま
た
四
国
山
地
か

ら
太
平
洋
側
に
か
け
て

は
、
多
雨
、
台
風
常
襲

地
帯
と
な
っ
て
お
り
、

落
石
等
の
危
険
か
ら
、

柳
谷
村
柳
井
川
か
ら
本

村
上
黒
岩
(
七
・
六
キ

ロ
)
外
二
か
所
の
区
間

が
、
台
風
や
大
雨
の
た

び
に
通
行
規
制
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。

通
行
止
め
に
な
る

と
、
経
済
活
動
や
日
常

生
活
に
大
き
な
影
響
が

出
る
。
道
路
利
用
率
の

安
全
、
地
域
社
会
の
生

活
、
及
び
経
済
の
安
定

を
確
保
す
る
た
め
、
建

設
省
で
は
矢
渕
ト
ン
ネ

ル
に
代
表
さ
れ
る
防
災
工
事
を
進
め
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
国
道
三
三
号
は
、
異
常
気
象
時
の
通

行
規
制
区
間
が
多
く
、
ま
た
、
三
坂
峠
は
急
な
カ
ー
ブ
が
連
続

し
、
冬
期
に
は
積
雪
や
凍
結
な
ど
の
た
め
交
通
に
支
障
が
で
る
な

ど
、
通
行
の
定
時
性
・
安
全
性
・
快
適
性
が
確
保
で
き
な
い
状
況

で
あ
り
、
愛
媛
・
高
知
両
県
沿
線
一
五
市
町
村
が
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
を
結
成
し
、
三
坂
ト
ン
ネ
ル
を
始
め
地
域
高
規
格
道
路
と

し
て
の
指
定
及
び
早
期
事
業
化
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
に
陳
情
を

行
っ
て
い
る
。
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二

県

さ
て
、
美
川
村
の
県
道
は
、
ま
ず
主
要
地
方
道
、
西
条
・
久

万
線
で
あ
る
。
こ
の
路
線
は
、
面
河
渓
・
霊
峰
石
鎚
山
の
観
光
道

路
と
し
て
、
四
国
霊
場
八
八
ヶ
所
・
四
五
番
札
所
・
岩
屋
寺
参
拝

道
路
と
し
て
年
ご
と
に
、
観
光
客
・
参
拝
客
が
増
加
し
、
利
用
度

が
最
も
高
い
道
路
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
東
古
味
か
ら
横
山
村
境
ま
で
の
区
間
が
、
国
道
四

九
四
号
線
と
し
て
昇
格
と
な
り
、
東
古
味
か
ら
竹
谷
ま
で
の
区
間

が
、
主
要
県
道
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
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昭
和
六
三
年
か
ら
、
西
古
味
集
落
内
の
道
路
改
良
が
着
工
さ

れ
、
逐
次
改
良
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

主
要
地
方
道
の
も
う
一
つ
は
、
久
万
・
池
川
線
で
あ
っ
た
が
、

東
古
味
か
ら
県
境
・
境
野
ト
ン
ネ
ル
ま
で
の
区
間
は
、
国
道
四
九

四
号
線
に
昇
格
し
、
残
り
の
滝
渡
瀬
橋
か
ら
御
三
戸
の
区
間
が
、

一
般
県
道
、
東
川
・
上
黒
岩
線
と
改
名
さ
れ
た
。
こ
の
区
間
の
道

路
改
良
は
、
一
部
短
区
間
を
残
し
て
二
車
線
に
改
良
さ
れ
た
。

ほ
か
に
も
、
一
般
県
道
柳
谷
・
美
川
線
、
美
川
・
川
内
線
、
美

川
・
小
田
線
、
美
川
・
松
山
線
の
四
路
線
が
あ
り
、
美
川
村
民
の

生
活
を
守
る
重
要
な
県
道
で
逐
次
改
良
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、
柳
谷
・
実
用
線
は
、
南
国
の
本
格
的
ス
キ
ー
場
と
し
て
、
施

設
完
備
さ
れ
、
四
国
最
大
規
模
を
ほ
こ
る
美
川
ス
キ
ー
場
へ
の
主

要
幹
線
道
路
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
元
年
に
は
、
三
笠
宮
さ
ま
を

お
迎
え
し
て
、
西
日
本
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
の
大

会
の
開
催
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
、
昭
和
六
二
年
か
ら
、
本
県
道

の
改
良
が
始
ま
り
、
交
通
安
全
対
策
上
、
特
に
必
要
と
さ
れ
る
三

人
か
所
の
局
部
的
な
改
良
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
逐
次
改

良
さ
れ
、
そ
の
量
及
び
事
業
費
が
増
大
し
て
い
る
。

県
道
の
橋
梁
の
大
き
い
も
の
で
、
そ
の
改
良
が
昭
和
五
九
年
以

降
に
持
ち
越
さ
れ
て
い
た
の
は
、
八
幡
橋
、
金
神
橋
、
上
谷
橋
、

河
崎
橋
の
四
本
で
あ
っ
た
が
、
八
幡
橋
は
昭
和
六
〇
年
か
ら
六
一

年
の
二
か
年
で
橋
長
二
八
・
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
七
メ
ー
ト
ル
、

事
業
費
七
二
九
〇
万
円
で
、
下
部
工
事
を
ア
マ
ノ
建
設
、
上
部
工

事
を
瀬
戸
内
工
業
の
施
工
に
よ
り
完
成
し
た
。

河
崎
橋
は
昭
和
一
三
年
に
架
設
さ
れ
た
も
の
で
、
架
設
後
五
二

年
の
歳
月
を
経
て
、
か
な
り
老
化
が
進
み
、
大
型
重
量
車
両
の
通

行
制
限
を
要
す
る
現
状
で
あ
り
、
ま
た
、
幅
員
が
狭
小
な
上
、
前

後
の
線
形
も
悪
く
、
こ
れ
ら
の
解
消
を
願
う
地
元
の
要
望
に
こ
た

え
、
昭
和
六
三
年
・
平
成
元
年
の
二
か
年
に
わ
た
り
、
橋
長
三

三
・
九
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
七
メ
ー
ト
ル
、
事
業
費
一
億
五
八
〇
〇

万
円
で
、
下
部
工
事
は
高
岡
建
設
、
上
部
工
事
は
日
本
ピ
ー
エ
ス

建
設
の
施
工
に
よ
り
完
成
し
た
。
元
の
河
崎
橋
は
歩
道
と
し
て
利

用
し
た
い
と
の
、
地
元
の
要
望
が
強
く
、
そ
の
ま
ま
村
道
橋
と
し

て
残
し
て
、
新
し
い
橋
名
を
報
徳
橋
と
命
名
し
た
。

県
道
久
万
。
池
川
線
(
現
四
九
四
号
線
)

の
金
神
橋
は
、
平
成

三
年
・
四
年
の
二
か
年
で
橋
長
一
二
・
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
八
・

四
メ
ー
ト
ル
、
事
業
費
六
二
六
八
万
円
で
高
山
建
設
、
極
東
工
業

の
施
工
に
よ
り
完
成
し
た
。

県
道
舗
装
事
業
は
、
昭
和
四
〇
年
ご
ろ
か
ら
逐
次
舗
装
さ
れ
、

昭
和
五
九
年
三
月
現
在
の
舗
装
率
は
、
八
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
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(高楼幹線道)で改良工事が進んでいる

滝渡瀬附近(主)西条・久万線

(生活道改良)で改良工事が進んでい

る(鵜)柳谷・実用線

(-)美川・小田線

(道改)で改良された西古味集落内

(主)西条・久万線

報徳橋(-)美川・川内線
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八幡橋(一)美川・松山線



た
。そ

の
後
も
舗
装
が
進
め
ら
れ
、
平
成
六
年
三
月
現
在
の
舗
装
率

は
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
た
。

三

河

美
川
村
と
い
え
ば
、
そ
の
名
の
示
す
と
お
り
自
然
景
観
に
富

第3編 土木・交通・国土調査

<ふれあいの川づくり事業>

直瀬川 竹谷地区

両河川 御三戸地区

ん
だ
美
し
い
河
川
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

河
川
は
石
鎚
山
を
水
源
と
す
る
両
河
川
と
、
三
坂
峠
に
源
を
発

す
る
久
万
川
が
村
の
中
央
で
合
流
し
、
仁
淀
川
に
注
ぐ
三
つ
の
流

れ
に
彩
ら
れ
、
溢
れ
ん
ば
か
り
の
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
て
い

る
。全

国
的
に
知
ら
れ
て
い
る
、
御
三
戸
嶽
・
上
黒
岩
岩
陰
遺
跡
・

岩
屋
寺
な
ど
名
所
旧
跡
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
面
河
川
・
久
万
川
・
直

瀬
川
の
河
川
が
あ
る
。

近
年
、
河
川
を
取
り
ま
く
環
境
が
、
都
市
化
の
進
展
、
土
地
利

用
の
高
度
化
等
に
よ
っ
て
著
し
く
変
化
し
た
た
め
、
自
然
環
境
が

姿
を
消
し
て
い
き
、
公
共
空
地
及
び
公
共
緑
地
の
絶
対
量
不
足
の

状
況
が
顕
在
化
し
て
い
く
に
つ
れ
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
意
識
さ
れ

な
か
っ
た
、
河
川
の
効
用
や
機
能
を
見
直
す
動
き
が
、
最
近
急
速

に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
、
昭
和
五
九
年
か
ら
、
き
れ
い
な

川
づ
く
り
事
業
の
推
進
が
始
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
き
れ
い
な
水
が

流
れ
て
い
る
川
で
の
、
風
景
観
賞
・
散
策
・
魚
釣
り
・
水
遊
び
な

ど
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
が
楽
し
め
る
、
潤
い
の
あ
る
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
の
水
辺
環
境
の
整
備
を
行
う
「
ふ
れ
あ
い
の
川
づ

く
り
事
業
」
と
し
て
昭
和
六
三
年
、
御
三
戸
地
区
に
、
自
然
石
を
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利
用
し
た
護
岸
工
事
が
着
工
さ
れ
、
散
策
道
に
は
平
板
舗
装
が
実

施
さ
れ
た
。
特
に
、
役
場
周
辺
や
、
久
万
川
沿
い
は
、
ヨ
シ
や

竹
、
雑
草
が
繁
茂
し
て
、
人
も
通
れ
な
い
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た

が
、
工
事
完
成
後
は
見
違
え
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
。
合
流
点
を

中
心
に
し
て
、
今
後
も
上
・
下
流
の
整
備
を
行
な
っ
て
い
く
計
画

で
あ
る
。

岩
屋
寺
の
あ
る
直
瀬
川
沿
い
は
、
新
緑
よ
し
、
紅
葉
よ
し
、
野

久万川 上黒岩地区

鳥
・
野
花
も
一
杯
の

森
林
浴
の
楽
し
め

る
、
「
四
国
の
み
ち
」

で
あ
る
。
こ
の
み
ち

沿
い
の
岩
屋
寺
橋
か

ら
龍
池
神
社
間
は
水

田
等
が
あ
り
、
河
川

岸
は
ヨ
シ
や
雑
草
で

覆
わ
れ
て
い
た
。
こ

の
間
を
、
久
万
山
の

割
石
を
使
用
し
た
護

岸
工
事
と
、
休
憩
所

や
散
策
で
き
る
場
所

と
し
て
、
平
成
三
年
か
ら
四
年
の
二
か
年
で
完
成
し
た
。

一
方
、
岩
陰
遺
跡
の
あ
る
久
万
川
は
、
一
二
〇
〇
〇
年
前
に
主

食
と
し
て
い
た
と
さ
れ
る
魚
類
の
骨
も
発
見
さ
れ
た
河
川
で
あ

る
。
特
に
こ
の
附
近
は
、
魚
の
生
息
に
最
適
の
淵
や
瀬
が
多
い
た

め
、
既
存
の
淵
を
保
全
し
魚
の
生
態
系
を
配
慮
し
、
護
岸
水
中
部

に
魚
巣
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
設
し
、
上
部
に
久
万
山
の
山
石
を
使
用
し

た
自
然
護
岸
を
、
平
成
三
年
に
着
工
し
現
在
逐
次
実
施
中
で
あ

る
。
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四

村

昭
和
五
五
年
か
ら
村
道
台
帳
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
後
新

た
に
認
定
さ
れ
た
道
路
も
あ
り
、
平
成
六
年
三
月
現
在
の
村
道
路

線
番
号
、
路
線
名
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
村
道
に
つ
い
て
の
主
な
土
木
工
事
の
施
行
状
況
を
示

す
と
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
道
路
改
良
工
事
に
つ
い
て
主
な

も
の
を
あ
げ
て
み
る
と
、
ま
ず
面
河
・
立
野
線
で
あ
る
。
こ
の
路

線
は
昭
和
五
七
年
か
ら
山
振
法
に
よ
る
特
認
事
業
で
着
手
し
、
昭

和
六
〇
年
度
ま
で
、
県
が
代
行
と
し
て
事
業
主
体
と
な
り
開
設
し

て
き
た
。
特
認
事
業
と
し
て
は
こ
の
年
度
で
完
了
と
な
り
、
昭
和
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路 線 番 号

番 号 一
級 村 道 番 号 そ の 他 村 道 

20 成 河 ・ 藤 社 線 9 箆 線 

50 岩 屋 線 10 御 三 戸 団 地 線 

53 蕨 打 線 11 箆 支 線 

12 木 地 線 

番 号 二 級 村 道 13 長 崎・信 木 線 

7 長 崎 線 14 長 崎・ヨ ラ キ レ 線 

16 面 河・立 野 線 15 栄 垂 線 

19 成 川 縁 17 ノ ウ 谷 線 

25 中 黒 岩 旧 道 線 18 田 之 元 線 

26 惣 津 山 線 21 成 河・大 谷 線 

28 御 戸 線 22 藤 社 線 

29 御 三 戸・荒 瀬 線 23 平 井 線 

31 程 野・仕 出 線 24 東 古 味 線 

32 仕 出 線 27 鳩 若 緑 

35 西 古 味・野 尻 線 30 堤・久 主 ノ 下 線 

46 襲 用 線 33 七 鳥・程 野 線 

47 沢 渡 線 34 七 鳥・簡 裁 線 

60 河 口 線 36 中 瀬 線 

62 黒 田 保 ・ 程 野 線 37 横 山 口 線 

38 古 味。 中 学 校 線 

番 号 そ の 他 の 村 道 39 河 崎 線 

1 古 床 線 40 東 川 中 学 校 線 

2 釣 井 線 41 東 川 ・下 ノ 谷 線 

3 清 水・堂 ケ 森 線 42 井 手 口 線 

4 久 主 線 43 片 山 線 

5 中 組 線 44 和 線 

6 天 神 線 45 中 村 山 線 

8 若 緑 48 長 瀬 線 
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49 竹 谷・横 谷 線 64 植 田 線 

51 竹 谷 線 65 八 幡 橋・茎 崎 線 

52 御 三 戸 ・ 蕨 打 線 66 梨 ノ 下 線 

54 久 主 ノ 下 線 67 梨 ノ 下・.下 組 線 

55 尾 貝 線 68 寺 の 前 線 

56 尾 貝 ・ 札 立 線 69 中 通・豊 久 線 

57 次 線 70 大 川 線 

58 荒 瀬 ・ 山 田 線 71 御 山 線 

59 漆 田 線 72 本 組 線 

61 河 口 ・ 下 組 線 73 河 口 梨 ノ 下 線 

63 黒 田 線 

村道の状況

(単位 m)

年 

道 路 橋 梁 

総 延 長 
う

ち車道 (幅2皿以上) 
舗 装 延 長 箇所数 延 長 

昭和59 62,623 42,533 27,760 43 872 

60 63,987 44,150 32,607 43 873 

61 65,600 45,657 33,439 44 875 

62 65,600 45,657 33,439 44 875 

63 65,846 45,903 34,755 43 870 

平成元 65,846 45,904 34,753 43 869 

2 62,551 42,609 35,324 42 867 

3 62,846 42,903 35,965 42 868 

4 61,469 43,092 35,158 41 806 

5 61,658 43,321 35,828 41 806 

※ 沢渡橋が村道より外れたため
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第3編 土木・交通・国土調査

六
一
年
度
以
降
は
国
の
一
般
補
助
事
業
と
し
て
、
村
が
事
業
主
体

と
な
り
、
開
設
工
事
を
進
め
て
い
る
。
着
工
か
ら
平
成
六
年
三
月

ま
で
に
延
長
二
〇
五
五
メ
ー
ト
ル
、
事
業
費
六
億
一
八
五
〇
万
円

が
投
資
さ
れ
、
な
お
継
続
し
て
改
良
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
あ

る
。
本
路
線
が
完
了
す
る
と
、
村
内
の
全
集
落
に
車
道
が
開
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

続
い
て
、
蕨
打
線
は
、
国
道
三
三
号
線
か
ら
中
学
校
運
動
場
ま

で
の
間
は
幅
員
三
メ
ー
ト
ル
前
後
と
狭
い
上
に
急
勾
配
、
急
曲
線

の
道
路
で
、
中
学
生
の
交
通
安
全
上
危
険
な
道
路
で
あ
り
、
大
型

車
の
通
行
も
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
の
路
線
は
地
域
振
興

事
業
に
よ
り
、
昭
和
五
九
年
か
ら
平
成
五
年
ま
で
の
一
〇
か
年

で
、
延
長
六
七
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
、
事
業
費
一
億

一
五
二
二
万
九
〇
〇
〇
円
で
改
良
を
行
っ
た
。

次
に
西
古
味
・
野
尻
線
が
昭
和
五
七
年
に
改
良
工
事
に
着
手

し
、
昭
和
五
九
年
か
ら
平
成
五
年
度
ま
で
の
一
〇
か
年
間
引
き
続

い
て
改
良
工
事
を
実
施
し
て
、
延
長
六
四
〇
〇
七
メ
ー
ト
ル
、
幅

員
四
メ
ー
ト
ル
、
事
業
費
一
億
八
〇
〇
万
円
で
改
良
が
行
わ
れ
て

い
る
。

宮
中
・
寺
の
前
線
は
昭
和
五
四
年
に
着
工
し
、
昭
和
五
九
年
か

ら
昭
和
六
一
年
度
ま
で
に
、
延
長
二
二
メ
ー
ト
ル
、
事
業
費
四

〇
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
改
良
工
事
が
完
成
し
た
。
そ
の
後
こ
の
村

道
終
点
か
ら
林
道
峠
線
と
し
て
延
長
さ
れ
、
そ
の
利
用
度
は
ま
す

ま
す
向
上
し
て
い
る
。

続
い
て
、
舗
装
工
事
の
主
な
も
の
を
と
り
あ
げ
る
と
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

ま
ず
程
野
・
仕
出
線
で
、
昭
和
五
五
年
か
ら
舗
装
工
事
に
着
工

し
、
昭
和
五
九
年
か
ら
平
成
五
年
ま
で
の
一
〇
か
年
で
、
延
長
二

二
四
五
・
二
メ
ー
ト
ル
、
事
業
費
六
九
〇
〇
万
円
で
全
線
舗
装
が

完
成
し
た
。

次
に
沢
渡
線
は
昭
和
五
五
年
か
ら
着
工
し
、
昭
和
五
九
年
か
ら

平
成
三
年
ま
で
人
か
年
で
、
延
長
一
七
三
三
・
七
メ
ー
ト
ル
、
事

業
費
五
一
〇
〇
万
円
で
全
線
完
成
し
た
。

次
に
木
地
線
、
こ
の
路
線
は
置
俵
か
ら
テ
レ
ビ
塔
の
あ
る
山
頂

ま
で
の
村
道
で
、
農
免
農
道
置
俵
線
と
ド
ッ
キ
ン
グ
し
、
二
箆
・

仕
七
川
問
の
便
利
な
路
線
で
あ
る
。
し
か
し
山
頂
部
分
が
未
舗
装

で
あ
っ
た
た
め
、
平
成
五
年
に
は
延
長
三
二
三
メ
ー
ト
ル
、
事
業

費
一
〇
〇
〇
万
円
で
舗
装
に
着
手
し
、
継
続
し
て
事
業
実
施
を
行

い
全
線
舗
装
化
を
目
指
し
て
い
る
。

次
に
中
村
山
線
が
昭
和
六
二
年
か
ら
平
成
五
年
ま
で
の
七
か
年

で
延
長
一
一
一
五
・
五
メ
ー
ト
ル
、
事
業
費
三
七
〇
〇
万
円
で
全
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線
舗
装
が
完
成
し
た
。
そ
の
他
、
短
い
路
線
の
舗
装
も
逐
次
実
施

さ
れ
て
い
る
。五

橋

梁

村
内
の
橋
梁
は
、
別
表
に
示
さ
れ
る
四
二
の
橋
梁
で
あ
る
。

昭
和
五
九
年
以
降
に
橋
梁
の
架
設
・
改
築
は
な
い
が
、
平
和
橋

の
下
部
工
、
メ
イ
ン
ワ
イ
ヤ
ー
の
老
朽
化
が
目
立
ち
、
通
行
制
限

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
六
三
年
・
平
成
元
年
の
二
か
年

で
、
事
業
費
二
八
五
〇
万
円
で
こ
れ
の
補
修
・
補
強
を
実
施
し

た
。

村道面河・立野線道路改良工事
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村道西古味・野尻線道路改良工事



第3編 土木・交通・国土調査

村道程野・仕出線 舗装工事

村道災害復旧工事長崎ヨラキレ線 被

災時(平成4年10号台風)

193

村道沢渡線舗装工事

復 旧 後

蕨内線改良工事



橋梁一覧表

橋 梁 名 延 長 橋 梁 名 延 長 

1 前 川 橋 15皿以上 23 平 和 橋 15血以上 

2 梅 之 瀬 橋 5へ15皿 24 イ ノ 橋 2へ5m 

3 リ ョ ウ シ 谷橋 

5へ15皿 15m以上 

25 七 鳥 橋 15皿以上 

4 (欠) 26 井 手 口 橋 15皿以上 

5 長 崎 橋 27 ユ ダ チ 橋 2へ5m 

6 ヨラキ レ1号橋 5へ15皿 28 片 山 橋 15m以上 

7 
〃 2 〃 5へ15皿 29 和 橋 15m以上 

8 〃 3 〃 5へ15皿 30 中 村 大 橋 5へ15皿 

9 〃 4 〃 2へ5皿 31 菱 川 橋 5へ15m 

10 〃 5 〃 5へ15m 32 長 瀬 橋 15皿以上 

11 成 川 橋 15皿以上 33 横 谷 橋 15皿以上 

12 成 橋 5へ15皿 34 岩 屋 寺 橋 15m以上 

13 馬 足 谷 橋 2へ5皿 35 極 楽 橋 2へ5皿 

14 オ ツ ケ ゴ 橋 2へ5m 36 上 黒 岩 橋 15皿以上 

15 イ モ ツ ケ 橋 2へ5m 37 岩 瀬 戸 橋 15皿以上 

16 平 井 橋 15m以上 38 荒 瀬 橋 15皿以上 

17 河 崎 橋 

15m以上 2へ5皿 

39 成 前 橋 5へ15血 

18 (欠) 40 右 投 橋 15皿以上 

19 向 谷 橋 41 河 口 橋 15皿以上 

20 惣 津 山 橋 2へ5血 42 植 田 橋 15皿以上 

21 御 三 戸 橋 15皿以上 43 成 谷 橋 5へ15血 

22 程 野 橋 2へ5皿 44 宮 中 橋 15皿以上 
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旧
白
同

国庫補助による道路改良施行状況

事 業 費 内 訳

工 種 地区名 事主業体 事 業 主主ヨ主ー 総事業費 請負業者
国県補助金 村 費 地元負担金

昭5和9 面立野河線
L= 396.4 m 78，300，0門00 78，300，0円00 

円 円

同代高高山山建設猛道路改良 愛媛県 w= 4.0 
。 。

60 1/ 11 1/ 
L= 321.2 75，000，000 75，000，000 。 。同美川広建設w= 4.0 西山 元

61 1/ 1/ 美川村 L= 109.4 39，000，000 21，450，000 17，550，000 。 1/ 

w= 4.0 

62 1/ 1/ 1/ 
L= 108.6 42，000，00C 22，050，000 19，950，000 。制代 美西 川山 建公 設彦w= 4.0 

63 1/ // 1/ 
L= 141. 9 54，000，000 28，350，000 25，650，000 。 1/ 

w= 4.0 

? 1/ 1/ 1/ 
L= 100.0 25，000，000 13，125，000 11，875，000 。 // 
Wニ 4.0 

2 1/ /1 1/ 
L= 130.0 40，000，000 21，000，000 19，000，000 。 // 

w= 4.0 

3 1/ 1/ // 
L= 137.9 40，000，000 21，250，000 18，750，000 。 // 

w= 4.0 

4~5 1/ 1/ 1/ 
L= 122.1 70，000，000 38，500，000 31，500，000 。 // 

w= 4.0 

5 1/ // 1/ 
L= 225.0 70，000，000 38，500，000 31，500，000 。 1/ 

w= 4.0 

桝
思
川市
困
・
用
制
・

ν
T
4

穫
の

一獄



県単事業による村道工事施行状況

事 業 費 内 訳

工 種 地区名 事主業体 事 業 E』三EL 総事業費 請負業者
国県補助金 村 費 地元負担金

昭5和9 
道路改良 宮寺の前線中 美川村

L= 118.1 m 20，000，0円00 10，000，0円00 9，200，0円00 800，0円00 同代中中岡岡 組隆w= 3.0 

// // 西野尻古線味 // 
L= 60.0 10，000，000 5，000，000 4，600，000 400，000 高代岡高建岡設備稔〉w= 4.0 

// H 藤成社河線 // 
L= 65.6 10，000，000 5，000，000 5，000，00C 。代アマ ノ天野建設輝備雄〉w= 4.0 

// // 蕨打線 // 
L= 222.4 10，000，000 5，000，000 5，000，00C 。同代高高山山建設猛w= 4.0 

// 道路修繕 藤成社河線 // 鋼管杭4本 4，349，000 3，000，000 1，349，000 。側小八谷雲建設誼
// 道路舗装 蕨打線 // 

L= 554.3 11，000，000 4，400，000 6，600，000 。金西 亀山建正設 (志槻w= 4.0 

// // 沢渡線 // 
L= 297.7 8，000，00C 3，200，000 4，560，000 240，000 協東和道路(進同w= 4.0 

υ // 程仕出野線 // 
L= 357.7 8，000，00C 3，200，000 4，560，000 240，000 金西 亀山建正設 (志槻w= 4.0 

// // 沢中 黒渡岩線 // 
L= 230.0 3，000，00C 1，500，000 1，200，000 300，000 艇沼) 沼田田洋建 設一w= 2.0 

60 道路改良 宮寺の前線中 // 
L= 50.0 10，000，00C 5，000，000 4，600，000 400，000 偏代 中中岡岡 組隆w= 3.0 

// // 西野尻古線味 // 
L= 59.8 10，000，000 5，000，000 4，600，000 400，000 高代 岡高建岡設備稔〉w= 4.0 

∞∞-[ 



同高山建設
代高山猛

岡高山建設
代高山猛

協和道路側
東進

金亀建設側
西山正志

11 

組
隆

中間
中岡

(朝
代

岡建設岡
高岡稔

高
代

樹高山建設
代高山猛

樹高山建設
代高山猛

制
進
路道和協

東

金亀建設側
西山正志

ト
∞
-
[

協和道路側
東進

偏美川建設
西山広元

480，00 

。
180，00 

180，00 

。
245，00 

3，420，00 

3，420，00 

3，420，00 

4，600，00 

4，600，00 

6，520，00 

10，000，00 

3，420，00 

3，420，00 

3，000，00 

1，505，00 

2，400，00 

2，400，00 

2，400，00 

5，000，00 

5，000，00 

5，000，00 

10，000，00 

2，400，00 

2，400，00 

2，000，00 

1，750，00 

10，000，00 100.5 
4.0 

成河 1:3!-:"'HIL一|美川村|藤社線 1::7<::/11:J1w= 道路改良60 

10，000，00 21.6 
4.0 

一一一一
L

W

 

I! 蕨打線I! I! 

6，000，00 223.0 
4.0 

一一一一
L
W
 

I! 沢渡線道路舗装I! 

6，000，00 222.1 
4.0 

一一一一
L

W

 

I! 
程 野
仕出線

I! I! 

6，000，00 150.1 
3.6 

一一一一
L
W
 

I! 添田線I! I! 

10，000，00 42.9 
3.0 

一一一一
L

W

 

I! 
宮 中
寺の前線

道路改良61 

10，000，00 134.0 
4.0 

一一一一
L

W

 

I! 
西古味
野尻線

I! I! 

12，000，00 104.5 
4.0 

一一一一
L
W
 

I! 
成 河
藤社線

I! I! 

20，000，00 58.4 
4.0 

一一一一
L

W

 

I! 蕨打線I! I! 

6，000，00 210.0 
4.0 

一一一一
L
W
 

I! 沢渡線道路舗装I! 

6，000，00 250.0 
4.0 

一一一一
L

W

 

I! 
程 野
仕出線

I! I! 

州
問
聴
川
市
回
・
照
射
・

υ村川明 5，000，00 

3，500，00 

163.1 
4.0 

260.0 
2.0 

一一一一
L

W

 
一一一一
L
W
 

I! 

I! 

蕨打線

中黒岩
沢渡線

11 

I! 

I! 

I! 

岬
曜
の
鞍



61 I道路舗装|益社話 美川村 L= 172.0 4，000，00 1，600，00 2，400，00 。金西 亀山建正設側志 |w= 4.0 ασF→ コ3 

62 I か 改良|野西尻古味線 // 
L= 102.4 18，000，00 9，000，00 8，280，00 720，00 代高 岡高建岡設備稔〉w= 4.0 

グ| // |蕨打線 // 
L= 128.6 21，000，00 10，000，00 11，000，00 。岡代高高山 山建設猛w= 4.0 

グ| // |荒山田 瀬線 // 
L= 45.5 11，000，00 5，500，00 5，060，00 440，00 伊代 諜平柳建幸設次(郎同w= 4.0 

か|道路舗装|中村山線| か |仁 160.0 5，000，00 2，000，00 2，850，00 150，00 協東和道路側進3.6 

か| // |沢 渡線 |か|ド 280.0 9，000，00 3，600，00 5，130，00 270，00 // 
4.0 

か| // |蕨打線 // 
L= 242.4 8，700，00 3，480，00 5，220，00 。金西 亀山建正設 (志槻w= 4.0 

か| // |程仕出野線 // 
L= 203.0 5，000，00 2，000，00 2，850，00 150，00 // w= 4.0 

か| // |野西古尻線味 // 
L= 319.0 6，000，00 2，400，00 3，420，00 180，00 // w= 4.0 

63 I道路改良 蕨打線 // 
L= 80.7 20，000，00 10，000，00 10，000，00 。財代高高山山建設猛w= 4.0 

グ|道改路橋梁修 平和橋 // 下部工1式 8，500，00 4，250，00 3，910，00 340，00 崩代) 中中 岡岡 組隆

か'1 I道公園整路備
みみど

// A= 364.0nf 8，000，00 4，000，00 4，000，00 。制代 美西川山 建公設彦公園

か|道路舗装|程仕出野線 // 
L= 204.1 2，000，00 2，850，00 150，00 金西亀山建正設側志W二 4.0 



制
進
路道和協

東

// 

// 

岡建設備〉
高岡稔

高
代

小手川工業側
小手川忠人

金亀建設側
西山正志

// 

// 

協和道路(槻
東 進

// 

// 

岡建設備〉
高岡稔

高
代

樹高山建設
代高山猛

設
雄

建
輝

野
野

天
天

∞∞-[ 

岡高山建設
代高山猛

金亀建設側
西山正志

120，00 

120，00 

300，00 

。
390，00 

。
150，00 

271.0 
4.0 

107.6 
3.6 

沢渡線|美川柑ド

一一一一
L

W

 

// 中村山線

道路舗装

// 

63 

// 

29.6 
4.0 

一一一一
L

W

 

// 
西古味
野尻線道路改良

元

メインワイヤー

取 替

148.0 
4.0 

一一一一
L

W

 

// 

// 

平和橋

程野
仕出線

道路橋梁
改修

道路舗装

// 

// 

302.3 
3.0 

一一一一
L

W

 

// 寺の前線// // 

4，000，00 104.0 
4.0 

一一一一
L

W

 

// 沢渡線// // 

4，000，00 86.4 
3.6 

一一一一
L

W

 

// 中村山線// // 

3，700，00 10，000，00 24.0 
4.0 

一一一一L
W

 

// 
西古味
野尻線道路改良2 

46.1 
4.0 

一一一一
L

W

 

7，000，00 10，000，00 17，000，00 // 蕨打線// // 

4，810，00 7，800，00 13，000，00 71.8 
3.0 

一一一一
L

W

 

// 中組線// // 

桝
聴
什
圃
・
桐
畑
山
間
・

ν村
川
明 2，400，00 

2，850，00 

3，600，00 

2，000，00 

6，000，00 

5，000，00 

48.1 
4.0 

176.0 
4.0 

一一一一L
W

 
一一一一
L

W

 

// 

// 

御三戸・
団地線

程野
仕出線

// 

道路舗装

// 

// 

爆
の
掠



2 I道路舗装 |沢渡線 |美川村|ド 180.0 7和道路望4.0 CCcq コ〉

グ| λy |中村山線 I // Iド
173.0 5，000，00 2，000，00 2，850，00 150，00 金西亀山建正設惣iE、3.6 

か| // |寺の前線 // 
L= 171.0 3，000，00 1，200，00 1，710，00 90，00 かw= 3.0 

か | // 
|長崎ヨラ

// 
L= 201.6 5，000，00a 2，000，00a 2，850，00a 150，00Q // 

キレ線 w= 3.0 

か| // |藤成社線河 // 
L= 220.7 6，000，00 2，400，00 3，420，00 180，00 // 

w= 4.0 

3 I道路改良|野西古尻線味 // 
L= 25.0 10，000，00 6，000，00 3，700，00 300，00 高代 岡高建岡設備稔〉w= 4.0 

// I // |蕨打線 // 
L= 49.2 17，000，00 10，000，00 7，000，00 。岡代高高山山建設猛w= 4.0 

// I // |中組線|か|ド
47.2 8，500，00 4，800，00 3，445，00 255，00 代アマ ノ天野建設輝(雄朝3.0 

か |道路舗装|程仕出線野|| // ||WL= = 251.8 7，000，00 3，500，00 3，290，00 210，00 金西亀山建正設側志4.0 

// I // |沢渡線 | か|仁
168.0 5，000，00 2，500，00 2，350，00 150，00 協東和道路(進槻4.0 

// I // |中村山線 /1 
L= 138.6 5，000，00 2，500，00 2，350，00 150，00 // w= 3.6 

4 I道路改良|西野古尻線味 /1 
L= 100.4 17，000，00 10，000，00 6，490，00 510，00 高代 岡 高建岡設 (稔却w= 4.0 

// I /1 |蕨打線 /1 
L= 37.9 9，137，00 。岡代高高山山建設猛w= 4.0 



4 道路舗装 程仕出野線 美川本
L= 275.0 8，000，00 金西亀山建正設鮒志
w= 4.0 

// // 中組線 // 
L= 139.5 3，500，00 1，645，00 協東和道路側進
w= 3.0 

中村山線 // 
L= 214.4 6，000，00 3，000，00 2，820，00 

// 
// // 

w= 3.6 // 

// 
がけ防止く対ず 地水押下区 // 

L= 35.8 7，000，00 5，250，00 1，050，00 (代朝 中中 岡岡 組隆
策れ 山留工

5 道路改良 西野古尻線味 // 
L= 105.5 13，000，00 7，800，00 4，875，00 代高 岡高建岡設備稔〉
w= 4.0 

// // 蕨打線 // 
L= 33.2 5，000，00 2，400，00 2，600，00 。岡代高高山山建設猛w= 4.0 

// 道路舗装 程仕出野線 // 
L= 157.5 15，000，00 7，500，00 7，125，00 375，00 金田亀建村設側守w= 4.0 

// 藤成社河線 // 
L= 214.8 3，500，00 1，750，00 1，645，00 105，00 

// 
// 

w= 2.5~6.3 // 

// // 木地線 // 
L= 323.0 10，000，00 5，000，00 4，910，00 90，00 

// 

w= 3.6 // 

// // 中村山線 // 
L= 235.5 7，000，00 3，500，00 3，290，00 210，00 協東和道路樹進w= 3.6 

// 
が防け止く対ず

長瀬地区 // 
L= 22.0 7，000，00 5，250，00 1，050，00 700，00 代高 岡高建岡設尉稔

れ策 山留工

桝
聴
け
明
固
・
畑
山
間
・

ν官け明

H
O
N
 

問

鳴

門

様



水力発電周辺地域交付金事業
N
O
N
 

年実施度 事主業体
事 業 費 内 訳

工 種 地区名 事 業 E玉三亘L 総事業費 請負業者
国県補助金 キす 費 地元負担金

昭5霜9 m 
3，100，0円00 3，000，0円OC 100，0円00 

円

義ぎ の野工清業側弘橋架塗装 平井橋 美川村 671 

60 

61 

62 道路維持 美 川村 11 4 t夕、、ンプトラック 3，500，000 3， 000， OOC 500，000 三代菱竹ふ西そ貞う(雄槻
機械

63 新待避所設 成藤社線河 美川村
L= 55.0 5，000，00C 3，000，00C 2，000，00C 伊代 諜平柳建幸設次側郎w= 5.5 

フじ 11 11 11 
L= 61.0 4，849，24C 3，000，000 1，849，24C 同代高高山山建設猛w= 5.5 

2 11 11 11 
L= 53.8 5，459，00C 4，500，000 959，00C 伊代 諜平柳建幸設次側郎w= 5.5 

3 11 11 11 
L= 49.4 6，069，00C 4，500，00C 1，569，00C 樹代高高山山建設猛w= 5.5 

4 道路舗装 古床線 11 
L= 111.4 5，576，00C 4，500，00C 965，00C 111，00C 金西 亀山建正設 (志槻w= 3 

5 待新避所設 藤成社河線 11 
L= 30.0 8，000，00C 4，500，00C 3，500，00C 伊代 殻平柳建幸設次側郎w= 5.5 



の
(
〕

N

2年度施行分は繰越工事

事主業体
事 業 費 内 訳

工 種 地区名 事 業 量 総事業費 請負業者
国県補助金 村 費 地元負担金

昭5和9 
程仕出線野

L= 16m 
円 円 円 円

同中 中岡
岡 組
隆道路災害 村 w= 4.6 2，399，000 

L= 16 2，183，000 
I! 

// // // // w= 4.6 // 

// // 沢渡線 // 
L= 10 913，000 

偏沼田建設
w= 5.0 沼田 洋一

// // 西野古尻線味 // 
L= 19 1，725，000 岡高高岡岡建設稔
w= 4.1 

古中学校線味
L= 4 588，000 

// 
// // // w= 3.7 // 

// // 
長 崎

// 
L= 12 1，086，000 伺西美山川広建設元

ヨラキレ w= 3.7 
線

L= 40 6，797，000 
// 

// // // // w= 3.8 // 

L= 7 1，756，000 
// 

// // // // w= 3.3 // 

// // // // L= 21 1，522，000 // 

5960 ~ // 程仕出野線 // 
L= 8 1，959，000 婦中 中岡 岡 組
w= 6.2 隆

L= 6 1，827，000 
// 

// // // // w= 5.2 // 

※ 村道災害復旧事業

桝
聴
け
明
困
・
阿
南

N
m
・

υ有
川
明

曜
の
鯨



60|||道路N室ロ I程仕出線野 I美川村』4WL== 5 994，00 胸中 中岡 岡 組
4.2 C。寸コq 4 

// I // // /1 
L= 8 1，522，00 岡高高岡岡建設稔w= 5.1 

グ| // |長信木崎線 // 
L= 7 1，350，00 (天却 ア野マ ノ輝建雄設w= 4.7 

か| // |古中学校線味 // 
L= 19 2，639，00 樹高高岡岡建設稔w= 3.6 

// I // |長崎 // 
L= 18 1，380，00 (天荷ア野マ ノ輝建設雄

ヨラキレ w= 3.2 
線

グ| L= 7 // 
// // /1 

w= 3.8 // 

か| // // | グ 1.1:.= 8 1，096，00 同西美山川広建設元w= 3.2 

か| // | か 1.1:.= 18 2，690，00 
// 

// 

3.3 w= // 

// I !万 1.1:.= 15 1，674，00 
// 

// // 

w= 3.4 // 

計 159年度計 120か所 37，419，00 
66.7096 0 
24，958， 12，461，00 

|長崎60 I道路災害 ョラキレ // L= 24 3，402，00 尉西美山川広建設元

線

か| // /1 // L= 14 1，827，00 同天ア野マ ノ輝建設雄

か| // |成藤社河線 // L= 16 2，134，00 嗣西美山川 広建設元



樹美川建設
西山広元

樹高山建設
高山猛

組
隆

中岡
岡

11 

I! 

7，785，00 
66.7% 
15，593，00 

金亀建設側
西山正志

I! 

I! 

I! 

I! 

I! 

I! 

協 和道路側
東進

H 

I! 

的
(

)

N

I! 

I! 

I! 

I! 

偏
中

33 沢渡線 |美川村1L=  道路災害60 

15 

14 

40 

L=  

L=  

L=  

I! 

I! 

I! 

程 野
仕出線

I! 

I! 

I! 11 

7か所5十

30 
2.9~3.8 

一一一一
L

W

 

I! 
か |成河
(凍上災)1藤社線61 

50 
3.1~5.2 

一一一一
L

W

 

I! I! 
(か)

I! 

65 
2.9~3.5 

一一一一
L

W

 

I! I! 
(か)

I! 

851 
1.0~4.9 

一一一一
L

W

 

I! I! 
(か)

I! 

426 
1. 7~8.4 

一一一一
L

W

 

I! 木地線(グ)
I! 

425 
3.5~7.2 

一一一一
L

W

 

λy 蓑川線(か)
I! 

桝
聴
け
明
圃
・
畑
山
相
・

ν村川明

2，346，00 

40 
2.6~3.0 

211 
1.5~3.7 

一一一一
L

W

 
一一一一
L

W

 

I! 

I! 

井出口線

御三戸
荒瀬線

(か)

(か)

I! 

I! 

曜
の
一
抹



61 I道(凍路上災災害!I蕨打線 I美川村||WL== 28~268.0 2 4，飢∞ |星和道路側進| 
ctC。コq 

計 | I 9か所| 33，463，00 
66.7。%。
22，320， 11，143，00 

62 I道路災害|木地線 11 
L=  10 1，790，00 伺天ア野マ ノ輝建設雄
w=  4.3 

か| 11 |程仕出野線 I! 
L=  9 1，605，00 (中制 中岡 岡 組隆w=  4.1 

グ| I! I! 
L=  29 8，555，00 

I! 
I! 
w=  4.0 I! 

か | 1/ 
L=  33 8，597，00 

11 
I! I! 

w= 5.3 I! 

グ| I! |御荒三瀬戸線 I! 
L= 40 4，466，00 (高制高山 山 組猛w=  3.7 

か! I! |荒山回瀬線 I! 
L= 17 2，538，00 伊平 諜柳建幸設次(郎槻
w=  3.2 

グ| I! l竹槙谷谷線 I! 
L= 50 10，089，00 高高 岡岡建設(稔朝
w=  3.1 

か| I! 
L=  45 5，574，00 

11 
I! I! 

w= 3.5 I! 

か | I! 1 I! 1.1:.= 65 11，517，00q I! 
I! 

3.8 w=  I! 

か | I! I! | か 1.1:.= 12 
1，878，00q 

I! 

w= 3.8 I! 

グ |
|蓑川線 |グ|仁 8 1，015，00q 

I! 
I! 

4.0 H 



アマノ建設伺
天野輝雄

樹高山建設
高山猛

組
隆

中岡
岡

偏)
中

// 

// 

岡建設備)
岡稔

古
同
古
同

// 

// 

// 

// 

35，918，00 
71.5% 
90，109，00 

組
隆

中岡
岡

婦
中

// 

// 

ト
C
N

// 

// 

6，398，00 
66.7% 
12，814，00 

91 
2.9 害ラキ管|劃11付じ

線

道路災害62 

24 
4.0 

一一一一
L

W

 

// 
堤
久主ノ下
線

// // 

2，389，00 14 
4.2 

一一一一
L

W

 

// 
程野
仕出線

// // 

2，713，00 15 
5.1 

一一一一
L

W

 

// // // // 

26，995，00 114 
3.2 

一一一一
L

W

 

// 
竹谷
槙谷線

// 
2~ 

63 

18，077，00 40 
3.4 

一一一一
L
W
 

// // // // 

2，434，00 19 
3.4 

一一一一
L

W

 

// // // // 

126，027，00 18か所言十

1，791，00 15 L=  竹 谷 |美)11中、
槙谷線

道路災害63 

10，392，00 50.8 L=  // // // // 

桝
聴
け
明
田
・
銅
山
間・

ν村
け明 7，029，00 

19，212，00 

18 L=  // // 

3か所

// // 

言十

爆
の
一
抵



// 

線ヨラキレ
美川村 L= 10 1，066，00 天ア マ野ノ 建輝設備雄~ I 

αCcq ココ

か|道路災害|長 崎
ヨラキレ

// L= 12.3 3，763，00 天アマ野ノ建輝設 備雄〉

線

// I // λy L= 19 1，651，00 
// 

// 
// 

// I // // // L= 17 4，286，00 
// 

// 

か| // |蓑川
ヨラキレ

// L= 5 1，025，00 高高 岡岡建設(稔朝

線

か| // // L= 20 2，132，00 
// 

// 
// 

か| // |竹槙谷谷線 // L= 21 3，787，00 (中荷中岡 間 組隆

グ| // |七筒城線鳥 L= 10 4，407，00 
// 

// 
// 

グ| // |差出寝!万 IL= 9 1，462，00q 
// 

// 

グ| // |竹槙谷線谷 L= 13 1，672，00 
// 

// 
// 

10か所 25，251，00 
667。%。

8，409，00 

蓑 川線 美川村 L= 35 ント神野鐸



側美川建設
西山公彦

11，655，00 
66.7% 
23，344，0。

アマノ建設備〉
天野輝雄

岡建設偏
岡稔

古
同
古
同

岡高山建設
高山猛

アマ ノ 建設備〉
天野輝雄

アマノ建設備〉
天野輝雄

7，996，00 
66.7% 
16，015，00 

// 

// 

岡建設備〉
岡稔

5，805，00 
66.7% 
11，627，00 

白

C
N

同高山建設
高山猛

岡建設備〉
岡稔

古
同
吉
岡

古
同
吉
岡

20 L=  // 沢渡線// 2 

2か所言十

25 木地線|美川村 L=道路災害3 

25 
3.6 

一一一一
L

W

 

// 
竹谷
槙谷線

// // 

15 
4.0 

一一一一
L

W

 

// 蕨打線// // 

4 
3.0 

一一一一
L

W

 

// 久主線// // 

24，011，00 

11，074，00 29 
3.0 

4か所

雪ラキ市|美J11村信
線

道路災害

計

4 

1，505，00 10 
4.2 

一一一一
L

W

 

// // // // 

4，853，00 20 
4.6 

一一一一
L

W

 

// 中村山線// // 

17，432，00 3か所計

桝
臆
刊
固
・
照
射
・

ν官
什
明 3，209，00 

6，558，00 

10 
4.4 

27 
3.3 

蕨打線|美川柑ド

一一一一
L

W

 

// 中村山線

道路災害

// 

5 

// 

嘩

端

的

掠



// |御荒三瀬戸線 // 
L=  15 7，266，00 w=  3.1 C守c;;;コ4 

5 I // |梨河の下線口 // 
L=  11 2，155，00 伊代 議平柳建幸設次側郎w=  4.7 

5 I道路災害 一|沢渡線美川柑一和，-二 34 1，063，00 側代美西川山建公設彦5.6 

グ| か |程仕出野線 グ WL= = 10 1，604，00 
// 

3.0 // 

グ// かかJ WL = 14 4，167，00 
// 

4.0 υ 

56"-'1河川災害|金神川線 |か |匝
10.5 1，830，00 代高 岡高建岡設 (稔朝

5 I道路災害 |木地線 |グ |仁 23 3，345，00 天ア マ野ノ 建高設備久7 
3.5 

// L=  100 3，818，00 金田亀村建設側守グI(舗装) // // 
w=  3.5 

56"-'1道路災害 程仕出線野 // 
L=  15 2，875，00 闘代 中中 岡岡 組隆w=  4.0 

か| // // // 
L=  11 2，958，00 

// 

w=  4.0 // 

グ|河川災害|シロネ谷 // 
L=  9.7 626，00 制代 美西 川山 建公設彦JII 左岸

グ| // |内分谷川 I// I右L岸= 9.0 1，985，00 樹代高高山山建設猛

グ| // J 11 Iか|右L岸- 18 3，294，00 // 



-[」
[∞

11 I! ) 11 I! 
L= 5 470，000 I! 
左岸

5 I! 
カゴノミラ

I! 
L= 10 1，673，000 闘代 中 岡 組

谷 ) 11 左岸 中岡 隆

5'"'-' 
道路災害 程仕出線野 美川村

L= 28 7，009，000 
(却中 岡 組

6 w= 3.9 代中岡 隆

I! I! I! I! 
L= 6 2，823，000 

I! 

w= 3.5 I! 

11 I! 長瀬線 I! 
L= 12 1，778，000 

I! 

w= 2.9 I! 

I! I! 尾札立線貝 I! 
L= 12 2，926，000 

伊殻建設側
w= 2.1 代平柳幸次郎

I! I! ノウ谷線 I! 
L= 14 14，114，000 岡代高高山山建設猛w= 4.5 

I! I! 
長 崎

I! 
L= 29 9，201，000 

制美川建設
ヨラキレ w= 3.6 代西山公彦
線

I! I! I! I! 
L= 63 64，374，000 

I! 

w= 3.5 I! 

5 
I! 
梨下組の 線下

L= 13 1，545，000 
I! 

(村単)
I! w= 1.8 I! 

I! 河(川村災単害) 
セパガタ

I! 
1.0式 309，000 

新 建 設側
ニ川 玉井 久計

152，975，000 
71.7096 0C 

言十 26か所 108，353， 44，622，000 

州
問
思
引
回
・
嗣
刑
判
m
・
υ有
什
市

憧
憎
め
一
献



第
二
節

林
業
土
木

一

林

林
道
は
、
外
材
・
代
替
材
に
伍
し
て
競
争
し
得
る
効
率
的
な
林

業
経
営
の
展
開
や
、
森
林
の
適
正
な
維
持
管
理
に
と
っ
て
必
要
不

可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
森
林
空
間
の
総
合
的
な
利
用
の
推

進
、
山
村
の
生
活
環
境
の
整
備
、
地
域
産
業
の
振
興
等
に
と
っ

て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
林
道
の
整
備
促

進
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
林
道
の
開
設
は
、

住
民
か
ら
多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
村
に
お
い
て
も
そ

の
地
域
に
合
っ
た
林
道
事
業
に
取
り
組
み
開
設
を
進
め
て
い
る
。

地
域
で
、
比
較
的
開
設
延
長
が
長
い
も
の
は
、
国
費
補
助
に
よ
る

開
設
を
行
い
、
支
線
林
道
の
性
格
が
高
い
も
の
は
、
県
補
助
に
よ

る
開
設
で
実
施
し
て
い
る
。

特
に
、
県
費
補
助
で
開
設
す
る
林
道
は
、
主
に
森
林
組
合
が
事

業
主
体
と
な
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
年
度
別
実
績
は
別
表
の
と
お

り
で
あ
る
。
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三

山
村
振
興
農
林
漁
業
特
別
開
発
事
業

時
限
立
法
の
山
村
振
興
法
が
延
長
さ
れ
、
第
三
期
山
振
事
業
が

開
始
し
、
美
川
村
も
指
定
条
件
に
適
合
す
る
た
め
、
昭
和
四
九
年

度
指
定
を
受
け
、
こ
の
三
期
対
策
事
業
か
ら
林
道
開
設
事
業
を
計

画
実
施
し
た
。
事
業
内
容
及
び
実
績
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

二

一
般
林
道
開
設
事
業
(
継
続
)

四

山
村
林
業
構
造
改
善
事
業

国
庫
補
助
に
よ
る
普
通
林
道
開
設
事
業
と
、
県
費
補
助
に
よ
る

林
道
開
設
事
業
が
あ
り
、
広
域
基
幹
林
道
等
を
補
完
し
て
、
直
接

林
業
経
営
に
必
要
な
林
道
で
、
森
林
施
業
の
能
率
化
等
に
効
果
を

発
揮
す
る
も
の
で
、
受
益
面
積
、
そ
の
他
採
択
条
件
に
適
合
し
た

美
川
村
で
は
、
昭
和
六
二
年
に
造
林
・
保
育
か
ら
加
工
・
流
通

に
至
る
一
体
的
な
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
森
林
保
全
・
森
林

整
備
と
林
業
所
得
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
こ
の
事
業
の
採
択
を

受
け
た
。
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こ
の
事
業
で
特
に
緊
急
度
の
高
い
林
道
を
開
設
・
舗
装
し
基
盤

整
備
を
図
る
た
め
、
平
成
二
年
か
ら
四
年
の
三
か
年
で
内
分
線
・

井
出
口
線
・
藤
社
支
線
の
実
施
を
し
た
。
年
度
別
実
績
は
、
別
表

の
と
お
り
で
あ
る
。

強
く
要
望
し
て
き
た
。

平
成
二
年
度
に
、
県
費
補
助
事
業
と
し
て
の
制
度
が
で
き
た
こ

と
に
よ
り
、
林
道
田
波
野
瀬
線
の
舗
装
に
着
手
し
、
他
の
路
線
も

逐
次
舗
装
工
事
を
進
め
て
い
る
。
年
度
別
実
績
は
別
表
の
と
お
り

で
あ
る
。

六

災
害
林
道
復
旧
事
業

五

林
道
舗
装
事
業

林
道
の
舗
装
工
事
は
、
昭
和
四
六
年
に
国
の
補
助
制
度
が
で
き

た
が
、
採
択
基
準
が
厳
し
く
、
本
村
内
で
の
実
施
は
難
し
か
っ

た
。そ

の
制
度
が
緩
和
さ
れ
た
昭
和
六
二
年
度
に
、
公
道
に
取
り
付

け
ら
れ
る
生
活
道
や
通
学
道
と
し
て
利
用
度
の
高
い
路
線
で
あ

る
、
ト
ロ
メ
キ
・
稲
村
線
が
初
め
て
採
択
さ
れ
、
村
の
林
道
舗
装

が
初
め
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
六
三
年
に
は
イ
グ
イ
・
横
山
線
が
続
い
て
採
択

さ
れ
、
現
在
も
継
続
事
業
と
し
て
実
施
中
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
村
内
の
林
道
は
国
の
補
助
対
象
の
条
件
を
満
た
す

こ
と
が
で
き
な
い
林
道
が
多
く
、
過
疎
化
と
高
齢
化
に
よ
り
、
維

持
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
来
た
た
め
、
舗
装
要
望
が
強
く
な
っ
て

き
た
の
を
受
け
、
村
も
県
に
対
し
て
県
費
補
助
事
業
の
制
度
化
を

地
理
的
気
象
条
件
か
ら
、
毎
年
の
よ
う
に
災
害
に
見
舞
わ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
被
災
か
所
の
復
旧
と
二

次
災
害
防
止
の
た
め
、
諸
施
策
に
力
を
注
い
で
い
る
。

平
成
三
年
ま
で
は
大
き
な
災
害
も
少
な
か
っ
た
が
、
平
成
四
年

に
は
台
風
一
〇
号
、
一
一
号
と
連
続
し
て
上
陸
し
、
大
き
な
被
害

を
受
け
た
。

林
道
に
お
い
て
も
、
水
押
・
イ
シ
ョ
ブ
ネ
線
や
ク
マ
ガ
タ
ニ
線

に
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
。
こ
の
年
の
林
道
災
害
は
一
九
か

所
、
復
旧
事
業
費
五
八
六
二
四
〇
〇
〇
円
で
復
旧
工
事
を
施
工
し

た
。平

成
五
年
も
、
前
年
に
続
き
冷
夏
長
雨
の
異
常
気
象
と
台
風
に

よ
り
、
近
年
に
な
い
大
凶
作
の
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
は
、
梅
雨
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期
の
集
中
豪
雨
の
あ
と
台
風
五
号
・
七
号
・
二
二
号
と
三
つ
の
台

風
が
上
陸
し
、
大
き
な
災
害
を
受
け
た
。
-
林
道
も
三
二
か
所
が
災

害
を
受
け
復
旧
事
業
費
二
億
二
七
二
万
三
〇
〇
〇
円
で
復
旧
工

事
を
施
行
し
た
。

両
年
と
も
被
害
額
が
大
き
い
た
め
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
、
高

率
補
助
と
な
り
、
ま
た
、
林
家
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
平
成

四
年
度
か
ら
村
と
森
林
組
合
が
事
業
主
体
で
開
設
し
、
村
の
管
理

主
体
と
し
た
林
道
に
つ
い
て
は
、
補
助
残
を
全
額
村
が
負
担
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

七

県
営
広
域
基
幹
林
道
開
設
事
業

ま
で
一
三
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
延
長
二
六
〇
〇
二
・
七
メ
ー
ト

ル
、
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
、
総
事
業
費
二
二
億
六
四
八
九
万
三
〇
〇

〇
円
で
完
成
し
た
。

平
成
二
年
度
に
は
東
古
味
・
西
谷
線
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
路

線
は
東
川
地
内
の
県
道
久
万
・
池
川
線
(
現
国
道
四
九
四
号
)
を
起

点
に
東
川
・
中
村
・
水
押
の
各
地
区
六
九
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林

地
帯
を
経
由
し
、
再
び
県
道
久
万
・
池
川
線
(
現
四
九
四
号
)
境

野
随
道
近
く
で
同
線
に
接
続
す
る
計
画
で
あ
る
。
総
延
長
約
一
万

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
、
概
算
事
業
費
一
二
億
三

五
〇
〇
万
円
で
継
続
し
て
開
設
中
で
あ
る
。
年
度
別
事
業
費
内
訳

は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
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こ
の
事
業
は
、
県
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
開
設
さ
れ
る
事
業
で

あ
る
。
本
事
業
は
、
森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
が
期
待
さ
れ

る
、
広
域
な
森
林
地
域
を
開
発
管
理
す
る
骨
格
的
林
道
の
開
設
事

業
で
あ
り
、
本
村
で
は
、
西
谷
・
日
野
浦
線
が
昭
和
四
九
年
に
採

択
着
工
し
た
。
こ
の
林
道
は
、
柳
谷
村
西
谷
を
起
点
に
同
村
松

木
・
美
川
村
藤
社
を
経
て
日
野
浦
、
県
道
柳
谷
・
美
川
線
に
接
続

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
林
道
は
、
村
と
村
を
結
び
受
益
を
受
け

る
山
林
二
〇
二
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
が
あ
り
、
昭
和
六
一
年
度

人

県
営
過
疎
代
行
林
道
開
設
事
業

こ
の
事
業
は
、
広
域
に
ま
た
が
り
基
幹
と
な
る
林
道
の
開
設
事

業
で
、
林
道
の
近
代
化
を
図
る
ほ
か
、
過
疎
の
歯
止
め
を
図
る
こ

と
が
目
的
で
、
事
業
費
を
国
と
県
が
折
半
し
、
工
事
は
県
が
代
行

す
る
。

こ
の
事
業
で
実
施
さ
れ
て
い
る
の
が
、
ト
ロ
メ
キ
・
稲
村
線

で
、
黒
藤
川
ト
ロ
メ
キ
か
ら
柳
谷
村
稲
村
(
旧
中
津
村
)
を
結
ぶ
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山

H
N

普通林道開設舗装事業

事主業体
事 業 費 内 訳

工 種 地区名 事 業 EよEEL 総事業費 請負業者 |
国県補助金 村 費 地元負担金

昭和 m 円 円 円 円

水押フイシ 美川村 L= 1113.6 (朝美川広建設59 林道開設
ョ ネ線 w= 4.0 38，100，000 24，765，000 10，858，500 2，476，500 西山 元

11 11 
イグイ

// 
L= 567.4 47，700，000 31，005，000 13，615，100 3，079，900 高代岡高建岡設備稔〉

横山線 w= 4.0 

11 11 (大大谷谷工線区) // 
L= 608.3 45，110，000 29，321，500 12，856，350 2，932，150 伺代高山建設w= 4.0 高山猛

11 11 (大大川谷工線区) 11 
L= 880.1 49，150，000 31，947，500 14，007，750 3，194，750 福代森福工森業建側樹w= 4.0 

11 11 有枝線 11 
L= 610.4 30，420，000 19，773，000 8，517，600 2，129，400 同西美山川広建設元w= 4.0 

60 11 水押フイシ // 
L= 521.4 19，000，000 12，350，000 5，415，000 1，235，000 情〉美川広建設

ョ ネ線 w= 4.0 西山 元

11 11 
イグイ

11 
L= 429.2 38，100，000 24，765，000 10，668，000 2，667，000 高代岡高建岡設備稔〉

横山線 w= 4.0 

11 11 (大大谷谷工線区) 11 
L= 376.1 33，420，000 21，723，000 9，524，700 2，172，300 樹代高山建設w= 4.0 高山猛

11 H (大大川谷工線区) 11 
L= 420.0 38，540，000 25，051，000 10，983，900 2，505，100 闘中岡組隆w= 4.0 代中岡

11 11 赤線蔵ヶ池 11 
Lニ 760.0 19，000，000 12，350，000 5，320，000 1，330，000 アマノ建設輝備7w= 3.0 代天野 雄

61 11 水押フイシ 11 
L= 376.2 31，380，000 20，397，000 9，101，000 1，882，000 同美川広建設

ョ ネ線 w= 4.0 西山 元

桝
聴
け
明
圃
・
明
N
m
・ν村川明

曜
の
掠
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猛
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偏
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ア

岡

高
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糊

高

伊

円

1，246，000 
円

6，024，000 
円

13，500，000 
円

20，770，000 

1，155，000 5，582，000 12，513，000 19，250，000 

665，000 2，660，000 6，175，000 9，500，000 

1，905，000 11 ，430， 000 24，765，000 38，100，000 

1，668，000 10，008，000 21，684，000 33，600，000 

950，000 5，700，000 12，350，000 19，000，000 

142，000 1，762，000 2，856，000 4，760，000 

1，860，000 11，475，000 24，765，000 38，100，000 

1，425，000 8，550，000 18，525，000 28，500，000 

1，645，000 10，010，000 21，645，000 33，300，000 

950，000 5，700，000 12，350，000 19，000，000 

4，760，000 142，000 

171，000 

1，678，000 11，657，000 24，765，000 38，100，000 

1，631，000 

1，188，000 

1，762，000 

3，059，000 

10，024，000 

7，128，000 

2，856，000 

2，470，000 

21，645，000 

15，444，000 

5，700，000 

33，300，000 

23，760，000 

203.4 m 
4.0 
186.4 
4.0 
402.0 
3.0 
369.9 
4.0 

500.9 
4.0 
424.8 
3.0 
263.3 
4.0 
354.6 
4.0 
395.4 
4.0 

557.0 
3.0 
607.2 
3.0 

263.3 
4.0 

352.8 
4.0 

299.8 
4.0 

337.9 
4.0 

377.0 
3.0 

林道開設|大谷線|美川村|L=
(大谷工区 )1:7<: JI11~1 w= 
大谷線 1 " 1 L =  
(大川工区)1 リ Iw= 
赤蔵ヶ池 1 " 1 L =  
線 |ηIw=
水押イシ 1 ，. 1 L =  
ョブネ線| げ Iw= 
クマガタ I .. I L = 
ニ線 | 付 Iw= 

L=  
w= 
L=  
w= 
L=  
w= 
L=  
w= 
L=  
w= 
L=  
w= 
L=  
w= 
L=  
w= 
L=  
w= 
L=  
w= 
L=  
W二
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1/ 11 

11 62 

11 11 

11 線峠11 11 

11 
トロ メキ

稲村線

水押イ シ
ョブネ線

クマガタ

ニ線

林道舗装11 
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岡高山建設
代高山猛

アマノ建設備7
代天野輝雄

金亀建設側
西山正志

協和道路側
東進

福森工業側
代福森建樹

中川建設側
代中田忠男

伊譲建設側
代平柳幸次郎

福森工業側
代福森建樹

伊諜建設側
代平柳幸次郎

偏中岡組
代中岡 隆

金亀建設側
西山正志

協和道路側
東進

福森工業側
代福森建樹

中川建設側
代中田忠男

伊諜建設側
代平柳幸次郎

福森工業(槻
代福森建樹

円

713，000 

266，000 

142，000 

145，000 

1，301，000 12，034，000 24，765，000 38，100，000 

1，493，000 11，842，000 24，765，000 38，100，000 

1，140，000 8，835，000 18，525，000 28，500，000 

760，000 5，890，000 12，350，000 19，000，000 

。2，664，000 3，996，000 6，660，000 

233，000 2，431，000 3，996，000 6，660，000 

142，000 

145，000 

1，333，000 

1，524，000 

760，000 

1，107，000 

円

4，278，000 

2，394，000 

1，762，000 

2，609，000 

1，762，000 

2，609，000 

12，002，000 24，765，000 38，100，000 

11，811，000 

8，868，000 

円

9，269，000 

3，990，000 

2，856，000 

2，106，000 

2，856，000 

2，106，000 

5，890，000 

24，765，000 

12，350，000 

18，525，000 

円

14，260，000 

6，650，000 

4，760，000 

4，860，000 

4，760，000 

4，860，000 

38，100，000 

19，000，000 

28，500，000 
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円

133，000 
円

1，387，000 
円

2，280，000 
円

3，800，000 ∞J
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福森工業側
代福森建樹

側

志

側

進

設

正

路

建
山

道

電

和

西

東

全

協

145，000 1，795，000 2，910，000 4，850，000 

福森工業側
代福森建樹

1，143，000 12，192，000 24，765，000 38，100，000 

中川建設側
代中田忠男

1，491，000 11，844，000 24，765，000 38，100，000 

伊珠建設(槻
代平柳幸次郎

850，000 6，798，000 14，202，000 21，850，000 

福森工業(槻
代福森建樹

874，000 6，774，000 14，202，000 21，850，000 

福森工業側
代福森建樹
。2，812，000 4，218，000 7，030，000 

制

志

側

進

設

正

路

建

山

道

電

和西

東

全

協
228，000 2，812，000 4，560，000 7，600，000 

福森工業側
代福森建樹

中川建設側
代中田忠男

伊諜建設側
代平柳幸次郎

福森工業側
代福森建樹

協和道路側
東進

228，000 2，812，000 4，560，000 7，600，000 

1，863，000 24，678，000 49，289，000 75，830，000 

1，333，000 12，002，000 24，765，000 38，100，000 

m 
292.5 
4.0 

271.4 
4.0 

252.0 
4.0 

233.0 
4.0 

247.0 
4.0 

309.1 
3.0 

194.9 
4.0 

59.1 
4.0 

461.7 
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941.7 
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142，000 1，758，000 2，850，000 4，750，000 

林道改良

グ舗装

3 

11 

1/ 1/ 

~51 林道開設

11 4 

11 三階線

11 

11 

11 

1/ 

1/ 

提
惣津山線

水押イシ
ョブネ線

トロメキ

稲村線

イグイ
横山線

水押イシ
ヨブネ線

クマガタ

ニ線

11 1/ 

1/ 11 

林道改良11 

グ舗装11 

11 11 

か開設

1/ 11 5 

997，000 8，978，000 18，525，000 28，500，000 1/ 三階線11 1/ 

997，000 

199，000 

8，978，000 

2，461，000 

18，525，000 

3，990，000 

28，500，000 

6，650，000 

224.2 
4.0 

371.9 
4.0 

1/ 

11 

提
惣津山線

イグイ
横山線
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か改良

1/ 

1/ 



11 

全電建設(槻
田村 守

11 

m 
526.0 
4.0 

599.3 
4.0 

一一一一一一一一

L

W

L

W

 

∞-[∞ 

事主業体
事 業 費 内 訳

工 種 地区名 事 業 量 総事業費 請負業者
国県補助金 村 費 地元負担金

昭本 m 円 円 円 円

L= 160.5 婦西美山川広建設元59 林道開設 上黒岩線 美川村 w= 4.0 10，000，000 5，000，000 4，300，000 700，000 

60 11 11 11 
L= 219.0 10，000，000 5，000，000 4，300，000 700，000 11 11 

w= 4.0 

61 11 11 11 
L= 439.7 10，000，000 5，000，000 4，300，000 700，000 11 11 

w= 4.0 

62 11 11 11 
L= 407.5 10，000，000 5，000，000 4，500，000 500，000 帰代美川建公設w= 4.0 西山 彦

63 11 ノ7 11 
L= 232.9 7，000，000 3，500，000 3，150，000 350，000 11 11 

w= 4.0 
平成
林道改良 西谷線 11 

L= 60.8 3，000，000 1，500，000 1，380，000 120，000 高代岡高建岡設備稔) w= 3.0 

11 グ開設 打石線 11 
L= 114.7 6，000，000 3，000，000 2，760，000 240，000 伺代高高山山建設猛w= 3.0 

11 11 池ヶ成線 11 
L= 67.8 6，000，000 3，000，000 2，760，000 240，000 伊代諜平建柳幸設次(郎槻w= 3.0 

11 11 下組線 11 
L= 190.1 6，000，000 3，000，000 2，760，000 240，000 同代美川建公設w= 3.0 西山 彦

11 11 
タキヤマ

11 
L= 100.1 6，000，000 3，000，000 2，760，000 240，000 同代中中岡岡 組隆

線 Wニ 3.0 

県単林道開設舗装事業
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・
ν官
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の
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全電建設側
西 山 正志

(胡美 川 建設
代西山公彦

岡高山建設
代高山猛

円

90，000 
同

1，710，000 
円

1，200，000 

円

3，000，000 

240，000 3，760，000 4，000，000 8，000，000 

240，000 2，760，000 3，000，000 6，000，000 

伊 諜建設側
代平柳幸次郎

240，000 2，760，000 3，000，000 6，000，000 

伺美川建設
代西山公彦

240，000 2，760，000 3，000，000 6，000，000 

組
隆

同中岡
代中岡

240，000 2，760，000 3，000，000 6，000，000 

中川 建設側
代中田忠男

200，000 2，300，000 2，500，000 5，000，000 

全電建設側
西山正志

(朝美川建設
代西山公彦

(朝高山建 設
代高山猛

90，000 1，410，000 1，500，000 3，000，000 

150，000 4，850，000 5，000，000 10，000，000 

240，000 2，760，000 3，000，000 6，000，000 

同美川建設
代西山公彦

全電建設側
西山正志

240，000 2，760，000 3，000，000 6，000，000 

200，000 2，300，000 2，500，000 5，000，000 

田村 守

備j高 山 建設
代高山猛

同美川 建設
代西山公彦

200，000 2，300，000 2，500，000 5，000，000 

210，000 

300，000 

2，790，000 

14，700，000 

3，000，000 

15，000，000 

6，000，000 

30，000，000 

m 
139.5 
3.6 

127.3 
4.0 

94.1 
3.0 

66.5 
3.0 

160.0 
3.0 

109.3 
3.0 

46.4 
4.0 

105.6 
3.6 

11.5 
4.0 

266.8 
3.0 

84.6 
3.0 

320.0 
3.0 

171.0 
3.0 

54.9 
4.0 

29.0 
4.0 
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明林道舗装

か開設3 

1/ 打石線11 1/ 

1/ 池ケ成線1/ 1/ 

1/ 下組線1/ 1/ 

11 
タキヤマ

線
11 1/ 

11 
クマガタ

ニ線
か改良11 

田渡野瀬
線

11 グ舗装1/ 

11 
長 崎
元井谷線

か開設4 

11 打石線11 11 

11 下組線11 11 

11 三階線か舗装11 

11 馬の谷線11 11 

11 

11 

大 谷
上黒岩線

長崎
元井谷線

か開設

11 

5 

11 



205.2 ロ1
円 円 円 円

5 林道開設 打石線 美川中、
L二

8，000，000 4，000，000 3，720，000 280，000 同代高高山山建設猛w= 3.0 

11 11 下組線 11 
L= 116.7 15，000，000 7，500，000 6，975，000 525，000 伺代美西川山建公設彦w= 3.0 

1/ 11 峠 線 11 
L= 218.7 8，000，000 4，000，000 3，720，000 280，000 情)代高高山山建設猛w= 3.0 

11 11 井出口線 11 
L= 176.6 8，000，000 4，000，000 3，720，000 280，000 (湖代西池岡田建誠設規w= 3.0 

11 か 舗改装良 三階線 1/ 
L= 145.5 4，000，000 2，000，000 1，840，000 160，000 全電田建村設附守w= 3.0 

/1 か舗装 馬の谷線 11 
L= 340.0 9，200，000 4，600，000 4，232，000 368，000 11 1/ w= 3.0 

山振林道

実年施度 事主業体
事 業 費 内 訳

工 種 地区名 事 業 E主三EL 総事業費 請負業者
国県補助金 村 費 地元負担金

m 円 円 円 円

平フじ成 林道開設 上黒岩線 美川村
L= 397.4 23，874，000 16，711，800 5，969，200 1，193，000 制代美西川山建公設彦w= 4.0 

11 11 打石線 11 
L= 344.5 11，260，000 7，882，000 2，815，000 563，000 同代高高山山建設猛|W二 3.0 
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444.3 m 
円 門 門 円

2 林道開設 井出口線 美川村 L= 35，000，000 24，500，000 9，131，000 1，369，000 偏代西池岡田建誠設規w= 3.0 

3 1/ 内分線 1/ 
L= 614.0 43，000，000 30，100，000 11，180，000 1，720，000 露代口露建口設育側夫w= 3.0 

1/ // 井出口線 1/ 
L= 274.7 28，672，000 20，070，000 7，456，000 1，146，000 偏代西池岡田建誠設規w= 3.0 

1/ か舗装 藤社支線 // 
L= 513.8 12，000，000 8，400，000 3，120，000 480，000 金西亀山建正設側志w= 4.0 

4 林道開設 内分線 1/ 
L= 631.6 48，000，000 33，600，000 12，480，000 1，920，000 露代口露建口設育側夫w= 3.0 

1/ 1/ 井出口線 1/ 
L= 169.1 27，000，000 18，900，000 7，020，000 1，080，000 偏代西池岡田建誠設規w= 3.0 

1/ か舗装 藤社支線 1/ 
L= 975.8 20，254，000 14，177，000 5，267，000 810，000 金田亀村建設掛守Wニ 4.0 

林道災害復旧事業

模仕手度施 事主業体
事 業 費 内 訳

請負業者工 種 地区名 事 業 E主主EL 総事業費
国県補助金 村 費 地元負担金

昭司王 m 円 円 円 円

60 林道災害 西日野浦線谷 美川村
L= 3，030，000 1，969，500 1，060，500 。伊代諜平建柳幸設次側郎w= 4.0 

61 1/ 
トロメキ

1/ 
L= 49.0 5，200，000 3，380，000 1，820，000 ア代マ ノ天野建設輝備雄〉

稲村線 w= 4.0 

1/ 1/ 大 谷線 1/ 
L= 14.0 854，000 427，000 427，000 岡代高高山山建設猛w= 4.0 

62 1/ 有枝線 1/ 
L= 23.0 2，488，000 2，002，000 124，000 財代美西川山建公設彦w= 4.0 

63 1/ 大谷線 1/ 
L= 16.0 2，781，000 1，390，000 1，391，000 胸中岡岡 組隆w= 4.0 代中

N
N
N
 



84 、 00~1 樹高山建設
l 代高山 猛

アマノ建設(却
代天野輝雄

(樹高山建設
代高山 猛

伊諜建設側
代平柳幸次郎

樹高山建設
代高山 猛

円

766，000 
円

849，000 
円

1，699，000 
24.0 m 
3.0 

31.0 
4.0 

10.0 
3.。

線|美川柑ド

L=  
w= 
L=  
w= 

峠林道災害63 

。454，000 1，697，000 2，151，000 I! 
トロメキ

稲村線

イチノキ
ド線

西谷
日野浦線

// 一元

83，000 418，000 1，163，000 1，664，000 // // // 

206，000 206，000 196.0 m3 v= // // 2 

114，000 536，000 2，200，000 2，850，000 32.0 
3.0 
17.0 
4.0 

16.0 
3.。

一一一一一一一一一一一一
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W
L
W
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W
 

// 線峠// I! 

I! I! 1，136，000 3，845，000 4，981，000 // 大谷線// 3 

伊諜建設側
代平柳幸次郎

福森工業側
代福森建樹

55，000 273，000 1，049，000 1，377，000 // 三階線
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// I! 

。156，000 1，647，000 1，803，000 10.0 
4.0 

// // 。897，000 9，525，000 10，422，000 

// I! 128，000 1，356，000 1，484，000 

// // 407，000 4，314，000 4，721，000 

I! // 201，000 2，132，000 2，333，000 
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高岡建設備〉
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円円円円m 

35.0 
4.0 

中 川 建設 側
代中田忠男416，000 2，448，000 2，864，000 

// // 877，000 5，171，000 6，048，000 

// // 323，000 1，904，000 2，227，000 

// // 462，000 2，721，000 3，183，000 

同高山建設
代高山 猛

偏西岡建設
代池田誠規

308，000 1，813，000 2，121，000 

247，000 1，450，000 1，697，000 

67.0 
4.0 

22.0 
4.0 

18.0 
4.0 

22.0 
4.0 

29.0 
3.0 

26.0 
3.0 

制美川建設
代西山公彦

偏中岡組
代中岡 隆

鮒美川建設
代西山公彦

偏西岡建設
代池田誠規

// // 824，000 

108，000 

477，000 2，811，000 3，288，000 

216，000 1，268，000 1，484，000 

217，000 3，226，000 3，443，000 

26.0 
4.0 

23.0 
3.0 

11. 0 
3.0 

14.0 
3.0 

31.0 
3.0 

// // 254，000 3，777，000 4，031，000 

中川建設側
代中川忠男562，000 8，350，000 8，912，000 77.0 

4.0 

// 

// 

4，852，000 

633，000 

// 

// 

5，676，000 

741，000 

502，000 
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円目中川建設側

代中田忠男

岡高山建設
代高山 猛

高岡建設備〉
代高岡 稔

円

61，000 
円

893，000 
円

954，000 

191，000 2，832，000 3，023，000 

215，000 9，547，000 9，762，000 

制美川建設
代西山公彦

271 ，000 4，026，000 4，297，000 

// /f 75，000 1，112，000 1，187，000 

備高山建設
代高山 猛529，000 7，853，000 8，382，000 

/f /f 442，000 6，560，000 7，002，000 

アマノ建設樹
天野高久

131，000 1，937，000 2，068，000 

(楠美川建設
代西山公彦

254，000 3，777，000 4，031，000 

伊諜建設(槻
代平柳幸次郎61，000 893，000 954，000 

旧
小
川

N

福 森工業側
代福森建樹

岡高山建設
代高山 猛

闘中岡組
代中岡 隆

伊諜建設側
代平柳幸次郎

/f /f 47，000 694，000 741，000 

51，000 2，226，000 2，277，000 

171，000 

57，000 

64，000 

2，533，000 

844，000 

943，000 
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1，007，000 
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/f 線峠/f /f 

/f 
東 古味
西谷線

/f 

/f 上黒岩線/f /f 

/f /f /f /f 

/f 大 谷線/f /f 

/f /f /f /f 

/f 
イロノト

ウ線
/f 5 

/f 下組線/f 

/f 三 階線/f 5 

/f /f /f /f 

/f 
水押イシ
ョブネ線

/f // 

/f 

/f 

/f 

有枝線

ウルシ谷

線

三階線
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水押フイシ
m 円 円 円

門 福代森福工森業建樹側5 林道災害 美川村 L= 7.0 635，000 621，000 14，000 
ョ ネ線 w= 4.0 

// I! // I! 
L= 27.5 9，049，000 8，849，000 200，000 I! I! w= 4.0 

I! 三階線 // 
L= 90.7 81，440，000 76，309，000 5，131，000 国土野防辺災k忠.k光
アンカー工

I! I! // I! 
L= 90.7 20，960，000 19，639，000 1，321，000 伊代藤平建柳幸設次側郎受圧板上

υ I! I! // 
L= 20.0 4，562，000 4，274，000 288，000 I! I! w= 3.0 

5 I! 西日野浦谷線 I! 
L= 22.0 2，333，000 2，281，000 52，000 福代森福工森業建側樹w= 4.0 

I! I! I! I! 
L= 14.0 2，280，000 2，229，000 51，000 I! // w= 4.0 

I! I! I! L= 31.0 16，659，000 16，292，000 367，000 I! I! w= 4.0 

I! I! 大谷支線 I! 
L= 20.0 8，620，000 8，076，000 544，000 伊代諜平建柳幸設次側郎w= 4.0 

I! I! 
クマ jj'タ

I! 
L= 12.0 689，000 645，000 44，000 中代川中建田設忠側男ニ線 w= 4.0 

5 // I! I! 
L= 10.0 1，304，000 1，221，000 83，000 I! I! w= 4.0 

I! 大谷線 // 
L= 14.0 1，220，000 1，143，000 77，000 伊代珠平建柳幸設次側郎w= 4.0 

5 I! 惣津山線 I! 
L= 9.0 795，000 744，000 51，000 偏代高高山山建設猛w= 3.0 

∞N
N
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県営広域・過疎林道

年実度施 事主業体
事 業 費 内 訳

工 種 地区名 事 業 主主三豆L 総事業費 請負業者
国県補助金 キす 費 地元負担金

昭手E m 円 円 円 円

広林域道基幹
(藤西野谷浦社線工・区日) 

愛媛県
L= 656.8 伊平藤柳建幸設次側郎59 w= 4.0 62，096，000 55，887，000 6，209，000 

。
1/ L= 653.5 12，132，000 10，919，000 1，213，000 

1/ 11 
1/ 1/ 

(か)
1/ 

w= 4.0 1/ H 

トロメキ・

1/ 過疎林道 (稲美村川線工区) 1/ 
L= 681.0 50，182，000 50，182，000 。 天野天建設野 輝 雄w= 4.0 

60 広林域道基幹 (藤西野谷浦社線工・区日) 1/ 
L= 261.8 38，721，000 34，849，000 3，872，000 伊平諜柳建幸設側
w= 4.0 次郎

トロメキ ・

1/ 過疎林道 (稲美村川線工区) 1/ 
L= 603.4 63，323，000 63，323，000 。 アマノ建輝設樹
w= 4.0 天野 雄

61 広林域道基幹 (西野藤谷浦社工線・区日) 1/ L= 408.5 51，950，000 46，755，000 5，195，000 偏竹本工業
w= 4.0 竹本俊夫

1/ 
// 
L= 494.8 36，805，000 33，125，000 3，680，000 伊平藤柳建幸設次側郎1/ 1/ 

1/ w= 4.0 
トロメキ・

1/ 過疎林道 (稲美村川線工区) /1 
L= 376.9 39，641，000 39，641，000 。 ア天マノ野建輝設備雄〉
w= 4.0 

62 
1/ L= 352.4 55，550，000 55，550，000 。 1/ 1/ 

1/ 
( 1/ ) 

1/ 

w= 4.0 1/ 1/ 

63 
1/ L= 226.6 47，051，000 47，051，000 。 1/ 1/ 

1/ 
( 1/ ) 

1/ 
w= 4.0 1/ 1/ 
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m 円 円 円

トロメキ・

63 過疎林道 (稲美村川工線区)'媛県
L= 398.7 46，966，000 46，966，000 。 11 11 

w= 4.0 11 ノγ

H元
11 L= 695.3 71，100，000 71，100，000 。 11 ノγ

11 
(か)

11 

w= 4.0 11 11 

2 11 
11 L= 619.3 72，809，000 72，809，000 。 ア天マノ野建輝設備雄7 (か)

11 
w= 4.0 

11 広林域道基幹 東谷味古工(味東区西古) 11 L= 144.2 34，000，000 30，600，000 3，400，000 高高岡建岡設(稔割w= 4.0 

L= 340.4 68，080，000 68，080，000 。 ア代マ ノ天野建設輝(雄朝w= 4.0 

L= 262.2 60，000，000 54，000，000 6，000，000 高代岡高建岡設備稔〉w= 4.0 

L= 212.5 72，910，000 72，910，000 。 ア天マ ノ野建輝設(雄却w= 4.0 

L= 194.1 55，000，000 49，500，000 5，500，000 高高岡岡建設備稔〉w= 4.0 

L= 525.0 113，650，000 113，650，000 。 アマノ建設備〉
w= 4.0 代天野輝雄

L= 190.4 46，182，000 41，563，800 4，618，200 高代岡高建岡設備稔〉w= 4.0 
11 L= 696.8 113，818，000 102，436，200 11，381，800 伺代高高山山建設獄11 

(西谷工区)
11 
w= 4.0 

∞N
N
 



第3編 土木・交通・国土調査

広域基幹林道西谷・日野浦線

広域基幹林道東古味・西谷線(東古味

工区)

災害林道復旧工事 被災時(林道水押

イショブネ線)平成4年10号台風

229

過疎林道トロメキ・稲村線

普通林道水押イショブネ線

復 旧 後



山坂林道上黒岩線開設工事

林梅林道 内分線 開設工事

第
三
節

国
土
保
全

昭
和
三
三
年
に
地
す
べ
り
防
止
法
が
制
定
さ
れ
、
本
村
に
お
い

て
は
、
昭
和
四
二
年
ま
で
に
一
一
地
区
が
建
設
省
指
定
の
防
止
地

域
と
し
て
指
定
さ
れ
、
地
す
べ
り
地
帯
の
防
災
工
事
が
本
格
的
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
五
九
年
以
降
に
新
し
く
指
定

を
受
け
た
地
区
は
な
い
が
、
そ
の
後
も
、
最
重
点
地
区
に
毎
年
巨

費
が
投
じ
ら
れ
、
住
民
が
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
工
事
の
実
施

が
な
さ
れ
て
い
る
。
各
地
区
の
工
事
施
行
状
況
は
別
表
の
と
お
り

で
あ
る
。

更
に
、
砂
防
法
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ
る
事
業
で
、
人
命
・
人

家
・
耕
地
・
公
共
施
設
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
、
経
済
効

果
の
大
き
い
も
の
を
対
象
に
し
た
「
通
常
荒
廃
砂
防
事
業
」
が
あ

り
、
昭
和
五
九
年
か
ら
平
成
五
年
ま
で
に
、
井
出
口
川
・
袖
野

川
・
石
本
川
・
大
川
・
前
川
・
信
木
川
な
ど
合
わ
せ
て
七
か
所
の

工
事
が
実
施
さ
れ
、
既
に
完
成
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

昭
和
四
四
年
六
月
に
「
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止

に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
事
業
が
実
施

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
事
業
の
目
的
は
、
急
傾
斜
地
の
崩

壊
に
よ
る
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
り
、
保

護
し
ょ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
災
害
か
ら
の
人
命
の
安
全
で
あ
っ

て
、
財
産
は
直
接
の
保
護
法
益
と
は
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

こ
れ
の
採
択
に
は
基
準
が
あ
り
、
傾
斜
度
三
〇
度
以
上
の
自
然

涯
で
高
さ
が
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
、
人
家
が
一
〇
戸
以
上
の
地
区

が
対
象
地
区
と
し
て
採
択
さ
れ
る
。
本
村
で
は
現
在
ま
で
に
栄
垂

下
地
区
・
梨
の
下
地
区
・
久
主
の
下
地
区
が
指
定
を
受
け
て
工
事

230
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地すべり防止地域指定工事施行状況

地 域 名 指定年月日 指定面積 
昭和58年度ま で事業費 

昭和59年以降事業費 

箆 34.1.29 22.90ね 2,249千円 242,123千円 

中 黒 岩 35. 8.13 27.50 199,749 132,974 

襲 用 35.8.13 20.90 187,590 45,029 

仕 出 35.8.13 11.40 16,128 2,503 

高 山 36,5.24 20.60 74,214 1,806 

黒 藤 川 36.5.24 13.60 
- ー 

沢 渡 36. 5.24 33.50 29,818 209,234 

合 戦 36. 5.24 19.50 717 
ー 

大 谷 36. 5.24 12.30 3,443 35,921 

上 谷 37.12.6 5.83 2,871 
ー 

上 黒 岩 42. 3.31 56.10 76,028 8,832 

計11地 区 244.13 592,807 678,422 

通常荒廃砂防事業実績表

施行地区 実 施 年 度 総 事 業 費 備 考 

井手口川 昭和59年一昭和61年 123,005,000 

継続にて工事中 

袖野川 〃 62 へ平成元 155,260,000 

石本川 平成元 へ 〃 4 165,204,000 

大 川 平成4 へ 
156,369,000 

前 川 平成5 へ 
56,929,000 〃 

急傾斜地崩壊防止対策事業実績表

施行地区 実 施 年 度 総 事 業 費 備 考 

梨の下地区 昭和59年度一昭和61年度 69,570,000 完了 

久主の下〃 〃 62 〃 へ平成2 〃 71,980,000 休止 

大川下中〃 平成5年度へ 71,702,000 継続実施中 

日野浦成〃 〃 へ 
71,862,000 〃 

231



急傾斜崩壊防止対策事業 梨ノ下地区 通常荒廃砂防 石本川

通常荒廃砂防工事 神野川

が
完
了
し
て
い
る
。
更
に
平
成
五
年
度
よ
り
、
大
川
下
車
地
区
・

日
野
浦
成
地
区
が
指
定
を
さ
れ
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
県
土
木
事
務
所
が
事
業
主
体
と
な
り
、
国
県
で

九
八
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
補
助
さ
れ
、
残
り
一
・
人
パ
ー
セ
ン
ト

を
村
が
助
成
し
て
、
事
業
の
実
施
を
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
で
採
択
が
で
き
な
い
一
〇
戸
未
満
の
地
区
に
対

し
て
は
、
県
単
が
け
く
ず
れ
防
止
対
策
事
業
が
あ
っ
て
、
県

費
補
助
金
七
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
で
、
村
が
事
業
主
体
と
な
っ
て

実
施
す
る
事
業
が
あ
る
。
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第
二
章

国
土
調
査

三
年
四
月
̃
平
成
四
年
一
二
月
ま
で
に
測
量
を
完
了
し
、
そ
の
成

果
を
随
時
法
務
局
へ
持
ち
込
み
登
記
を
行
っ
て
い
る
。

未
登
記
道
路
に
は
、
事
務
上
登
記
が
困
難
な
場
合
が
あ
り
、
そ

れ
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

第
一
節

地
籍
調
査

一

国
土
調
査
の
完
了

昭
和
五
九
年
度
地
籍
調
査
を
完
了
し
、
昭
和
六
一
年
二
月
二
三

日
に
、
法
務
局
へ
成
果
を
持
ち
込
み
、
全
村
完
了
と
な
る
。
そ
れ

に
伴
い
、
昭
和
六
〇
年
四
月
一
日
よ
り
国
土
調
査
が
廃
止
さ
れ
、

総
務
課
に
合
併
す
る
。

二

未
登
記
道
路

昭
和
四
五
年
度
よ
り
国
土
調
査
を
実
施
し
て
き
た
が
、
昭
和
六

一
年
の
完
了
ま
で
一
六
年
余
り
の
事
業
で
あ
り
、
そ
の
間
に
、
村

道
・
農
道
・
林
道
等
が
開
設
さ
れ
、
公
図
と
一
致
し
な
く
な
っ

た
。昭

和
六
二
年
事
業
完
成
ま
で
を
未
登
記
道
路
と
し
て
、
昭
和
六
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昭和63年度未登記道路登記 路線(18路線)

区域名 路 線 名 延 長 皿 筆 数 完 了 残 

大 川 峠 線 512 35 34 1 

馬 の 谷 線 687 16 16 0 

小 計 1,199 51 

上黒岩 蕨 打 線 856 46 44 2 

階 線 704 17 17 0 

上 黒 岩 線 1,428 40 39 1 

小 計 2,988 103 

中黒岩 県 単 惣 津 山 143 12 

12 47 0 0 

惣 津 山 線 1,776 

)47 惣 津 山 支 線 352 

小 計 2,271 59 

日野浦 高 ツ ヤ 655 6 6 0 

モ デ ル 大 谷 中 460 38 36 2 

県 単 大 谷 中 線 68 6 6 0 

ス ゲ ゾ 線 402 17 16 1 

藤 社 中 線 453 33 27 6 

県 単 藤 社 113 7 6 1 

御 山 線 199 2 1 1 

水 口 線 l,612 51 41 10 

小 計 4,029 160 

東 川 水 押 農 道 650 55 40 15 

小 計 650 55 

総 計 11,137 428 388 40 

平成元年度未登記道路登記 路線( 9路線)

区域名 路 線 名 延 長 皿 筆 数 完 了 残 

黒藤川 釣 井 線 500 37 30 7 

天 神 線 460 48 42 6 
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黒 中 線 50 6 6 0 

イ チ ノ キ ド 線 605 45 41 4 

木 地 線 460 9 6 3 

宮 成 線 200 19 

16 43 131 3 3 23 

長 崎 線 2,460 

)46 長 崎 支 線 640 

ト ロ メ キ 稲 村 線 2,000 154 

総 計 7,375 364 315 49 

平成2年度未登記道路登記 路線(14路線)

区域名 路 線 名 延 長 m 筆 数 完 了 残 

日野浦 西 谷 日 野 浦 線(大谷分) 2,805 55 40 15 

〃 (藤社分) 5,411 76 62 14 

小 計 8,216 131 

沢 渡 箆 沢 渡 線 1,007 58 52 6 

山 振 沢 渡 線 1,377 88 83 5 

赤 蔵 ケ 池 線 1,148 34 32 2 

小 計 3,532 180 

黒藤川 トロメキ稲村線(トロメキより終点) 1,915 66 50 16 

小 計 1,915 66 

仕 出 モ ア ル 仕 出 180 11 8 3 

小 計 180 11 

七 烏 七 鳥 小 農 道 92 2 2 0 

西 古 昧 野 尻 線 415 28 22 6 

熊 ケ 谷 線 590 8 6 2 

小 計 1,097 38 

東 川 上 田 農 道 390 21 14 7 

東 川 線 385 19 10 9 

西 谷 線 1,749 20 18 2 

片 山 線 70 7 0 7 
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平成3年度未登記道路登記 路線(18路線)

区域名 路 線 名 延 長 m 筆 数 完 了 残 

大 川 大 谷 線 4,173 8 0 8 

小 計 4,173 8 

有 枝 植 田 線 81 8 4 4 

内 分 線 132 8 6 2 

程 野 仕 出 線 2,962 111 55 56 

有 横 線 2,323 94 75 19 

色 の 峠 本・支線 2,027 57 50 7 

ウ ル シ 谷 線 1,500 26 20 6 

小 計 9,025 304 

東 川 ゴ 線 219 23 18 5 

イ グ イ 線 5,092 102 0 102 

イ ノ ヤ シ キ 線 150 10 10 0 

ナ ト タ ニ 線 893 40 31 9 

下 の 谷 線 361 10 10 0 

井 手 口 線 871 44 30 14 

横 混 線 869 5 5 0 

水押イ シ ョ ブネ (1工区) 5,743 77 0 77 

菱川 イ シ ョ ブネ (2工区) 2,305 44 33 11 

中 村 山 線 608 13 8 5 

小 計 17,111 368 

七 鳥 長 瀬 80 3 3 0 

小 計 80 3 

総 計 30,389 683 358 325 
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